
も
く
じ

■
9
月
定
例
会

■
臨
時
会
（
第
6
回
・
第
7
回
）

■
一
般
質
問
（
1
1
人
が
質
問
）

■
議
案
等
議
決
結
果

■
や
ず
・
ド
リ
ー
ム
（
夢
）
リ
レ
ー
ト
ー
ク

…
…
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…
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…
…
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…
…
…
…
2

…
…
…
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…
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…
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…
…
…
…
…
…
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…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
1
6

…
…
…
…
1
8

議
会
、
議
会
だ
よ
り
な
ど
に
関
す
る
ご
意
見
、
ご
要
望
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

発
行
／
鳥
取
県
八
頭
町
議
会
　
　
編
集
／
八
頭
町
議
会
広
報
常
任
委
員
会

T
e
i.0
8
5
8
-7
2
-3
9
7
5
　
F
a
x
.0
8
5
8
-7
2
-2
6
4
1

西
条
柿
の
収
穫

第
5
1
号

（
平
成
2
9
年
1
1
月
）



事業の成果を
チェック！

��
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�����
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　平成29年９月６日から９月22日まで17日間の会期で９月定例会を開催した。

　一般会計及び特別会計の決算認定15議案、条例の一部改正１件・補正予算８議案

を含む29議案が提案された。

　平成29年度一般会計補正予算（５号）に対して一部修正案を可決した（トピック

スNo. ６号に掲載）。

　28議案については、原案通り認定、可決した。

　一般質問は11人が登壇、行政全般についてただした。

～平成28年度決算を認定～

条　
　

例

◆
八
頭
町
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
に
お
け
る
包
括
的
支

援
事
業
の
実
施
に
係
る
人
員

等
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る

条
例
の
一
部
改
正

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

の
主
任
介
護
支
援
専
門
員
な

ど
の
配
置
基
準
を
改
め
た
。

財
産
の
貸
付

◆
旧
隼
小
学
校
（
隼
プ
ー
ル
、

水
泳
会
館
、
プ
ー
ル
駐
車
場

は
除
く
）
の
貸
付

　

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
バ
レ
ー

の
拠
点
隼
Ｌ
ａ
ｂ
．
と
し
て

使
用
す
る
た
め
使
用
貸
借
契

約
を
認
め
た
。

○
貸
付
の
相
手

株
式
会
社
シ
ー
セ
ブ
ン
ハ
ヤ

ブ
サ

代
表
取
締
役　

古
田　

琢
也

○
貸
付
価
格 

無
償

○
貸
付
の
期
間

　

平
成
29

年
10

月
１
日
～
34

年
３
月
31

日
ま
で

質
疑

　

隼
Ｌ
ａ
ｂ
．
の
運
営
に
地

域
の
要
望
や
意
見
は
可
能
か
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

地
域
の
皆
さ
ん
を
優
先
に

と
い
う
条
項
も
入
っ
て
い
る
。

質
疑

　

本
町
に
と
っ
て
税
収
や
雇

用
が
増
え
る
の
か
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

税
収
は
現
在
具
体
的
に
は

数
字
は
出
な
い
。
雇
用
の
面

で
は
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
思

う
。
こ
の
事
業
は
地
域
活
性

化
に
も
つ
な
が
る
。

質
疑

　

シ
ー
セ
ブ
ン
ハ
ヤ
ブ
サ
は

ど
う
い
う
会
社
か
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

新
た
な
産
業
や
人
材
の
育

成
を
目
指
し
、
日
本
の
未
来
の

モ
デ
ル
に
な
る
田
舎
を
つ
く

る
。
ス
ロ
ー
ガ
ン
な
ど
事
業
内

容
を
掲
げ
て
あ
る
通
り
だ
。

訴
訟
の
提
起

◇
訴
訟
の
提
起
に
つ
い
て

　

住
宅
新
築
資
金
貸
付
金
滞

納
者
の
滞
納
金
回
収
の
た
め
、

債
権
者
に
対
し
て
訴
え
の
提

起
を
行
い
法
的
措
置
を
図
る

も
の
。

▲　地方からイノベーション　隼Ｌａｂ．
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反
対
討
論　

川
西　

聡

　

よ
ほ
ど
の
こ
と
が
な
い
限

り
、
町
長
が
町
民
を
訴
え
る

こ
と
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

人
間
的
な
対
話
を
積
み
重
ね

て
万
人
が
納
得
す
る
や
り
方

で
や
る
べ
き
だ
。

決　
　

算

◆
平
成
28
年
度
一
般
会
計
歳

入
歳
出
決
算
の
認
定

○
一
般
会
計

・
歳
入
総
額

 

１
１
６
億
５
７
３
９
万
円

・
歳
出
総
額

 

１
１
０
億
１
９
４
３
万
円

・ 

翌
年
度
へ
繰
越
す
べ
き
金

額　
　
　

２
３
７
９
万
円

・
実
質
収
支
額

 

６
億
１
４
１
６
万
円

<

主
な
歳
入>

○
町　

税

 

13

億
５
７
１
万
円

（
前
年
よ
り
１
３
３
５
万
円

の
増
額
）

○
地
方
交
付
税

 

55

億
２
９
７
０
万
円

（
前
年
よ
り
８
２
２
８
万
円

の
減
額
）

<

主
な
歳
出>

○
人
件
費

 

17

億
７
９
５
８
万
円

（
前
年
よ
り
９
４
２
８
万
円

の
減
額
）

○
民
生
費

 

39

億
96

万
円

（
前
年
よ
り
７
億
８
６
５
５

万
円
の
増
額
）

主
な
事
業
の
執
行
状
況

・
工
事
完
了
の
事
業

○
船
岡
保
育
所
新
築
事
業

 
６
億
９
２
６
４
万
円

○
八
東
小
学
校
改
修
事
業

 

４
億
２
０
１
３
万
円

○
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
博
物
館
等
整
備

事
業　
　
　

９
８
４
９
万
円

◆
平
成
28
年
度
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

の
認
定

・
歳
入
総
額

 

23

億
６
７
３
８
万
円

・
歳
出
総
額

 

22

億
１
７
５
５
万
円

・
実
質
収
支
額

 

１
億
４
９
８
３
万
円

決
算
審
査
意
見

　

平
成
28

年
度
一
般
会
計
及

び
14

の
特
別
会
計
の
歳
入
歳

出
決
算
書
、
財
産
に
か
か
る

資
料
に
つ
い
て
も
誤
り
は
認

め
ら
れ
ず
、
決
算
は
適
正
に

表
示
さ
れ
て
い
る
も
の
と
認

め
た
。

○
若
桜
鉄
道
は
苦
し
い
経
営

状
況
が
続
い
て
い
る
。
存
続

を
願
う
町
民
の
熱
意
や
地
域

の
活
性
化
の
た
め
に
も
、
経

営
状
況
を
注
視
し
な
が
ら
旅

客
実
績
を
増
や
す
な
ど
の
努

力
を
続
け
る
必
要
が
あ
る
。

○
実
質
収
支
比
率
は
８
・

８
％
と
適
正
範
囲
の
３
％
～

５
％
よ
り
高
く
推
移
し
て
い

る
。
適
正
な
財
政
運
営
が
望

ま
れ
る
。

○
資
金
運
用
状
況
は
適
正
に

管
理
さ
れ
て
い
る
。

○
財
産
管
理
は
今
後
と
も
適

正
な
管
理
に
充
分
留
意
を
望
む
。

質
疑

　

収
入
未
済
金
と
不
納
欠
損

処
分
は
。

答
弁 

丸
山
代
表
監
査
委
員

　

徴
収
率
を
上
げ
て
現
年
度

の
収
入
未
済
額
を
減
ら
す
の

が
望
ま
し
い
。
過
年
度
の
滞

納
額
の
回
収
は
難
し
い
が
、

前
年
度
よ
り
回
収
率
は
上

が
っ
て
い
る
。

質
疑

　

民
有
地
借
上
げ
の
賃
貸
借

歳　出
627,781円

議会費 5,752円

土木費 28,842円
（道路、橋、都市計画、

町営住宅等）

消防費 17,598円
（東部広域消防も含む）

教育費

72,221円
（学校、給食、社会体育、公民館、
図書館、同和教育、成人式等）

商工費 2,448円

衛生費 30,841円
（保健衛生、環境衛生、

ゴミ処理等）

農林水産業費

73,789円
（農業、林業、
地籍調査、観光等）

公債費

71,436円
（借金の返済）

民生費

222,239円
（社会福祉、同和対策、
特別医療、老人福祉、

保育所等）

総務費

102,615円
（徴税費、戸籍、企画、人権、
庁舎、総務関係、選挙、監査、

広報、国際交流等）

町民一人当たりに使われたお金（一般会計）
平成29年3月31日現在の人口

17,553人で算出

注）職員人件費を含む

契
約
は
適
切
か
。

答
弁 

丸
山
代
表
監
査
委
員

　

本
町
の
基
準
が
あ
い
ま
い

な
部
分
が
あ
る
。
実
態
に

合
っ
た
見
直
し
の
検
討
な
ど

が
必
要
か
と
思
う
。

◆
平
成
28
年
度
一
般
会
計
歳

入
歳
出
決
算
の
認
定
に
対
す

る
討
論

賛
成
討
論　

小
林　

久
幸

　

専
門
的
判
断
が
求
め
ら
れ

る
機
会
が
多
い
中
、
技
術
系
、

専
門
的
知
識
を
有
す
る
職
員

の
確
保
の
た
め
機
構
改
革
が

必
要
だ
。
町
税
の
徴
収
率
は

県
内
の
市
町
村
と
比
べ
低
い

ほ
う
に
あ
る
。
課
題
の
改
善

に
今
ま
で
以
上
努
力
し
、
町

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
っ

て
欲
し
い
と
い
う
思
い
で
賛

成
す
る
。

反
対
討
論　

川
西　

聡

　

同
和
対
策
の
特
別
対
策
は

改
善
さ
れ
て
い
る
と
方
向
は

確
か
に
認
め
る
が
、
や
は
り

そ
こ
に
欠
点
が
あ
る
以
上
こ

れ
を
認
め
る
わ
け
に
は
い
か

な
い
の
で
反
対
す
る
。
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平
成
29
年

第
６
回
臨
時
会

７
月
27
日

平
成
29
年

第
７
回
臨
時
会

８
月
23
日

補
正
予
算

◆
平
成
29
年
度
補
正
予
算

（
第
５
号
）

　

歳
入
歳
出
の
総
額
に
そ
れ

ぞ
れ
５
億
３
４
７
４
万
円
を

追
加
し
、
１
０
５
億
１
２
２

１
万
円
と
す
る
も
の
。

<

主
な
歳
入>

○
地
方
交
付
税

 

１
億
３
６
６
５
万
円

○
県
支
出
金

 

２
４
９
４
万
円

<

主
な
歳
出>

○
障
害
者
福
祉
費

 

２
７
０
８
万
円

・
自
立
支
援
制
度
事
業
費

・
福
祉
団
体
支
援
事
業
費

な
ど

○
改
善
セ
ン
タ
ー
等
管
理
費

　
　
　
　
　

１
９
３
５
万
円

・
各
地
区
の
改
善
セ
ン
タ
ー

の
改
修
整
備
更
新
費

○
緑
の
産
業
活
力
創
生
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
事
業
補
助
金

　
　
　
　
　
　

９
０
０
万
円

○
土
木
費

・
道
路
橋
梁
維
持
費

 

８
０
０
万
円

・
除
雪
対
策
費

 

２
７
９
万
円

（
大
雪
の
除
雪
破
損
物
品
な

ど
の
修
繕
）

○
消
防
費　
　

１
０
０
万
円

（
消
防
用
具
な
ど
施
設
整
備

補
助
金
）

○
教
育
費

・
図
書
館
管
理
費

 

２
１
３
万
円

（
郡
家
図
書
館
の
空
調
設
備

の
更
新
）

◆
平
成
29
年
度
補
正
予
算

（
第
６
号
）

　

歳
入
歳
出
の
総
額
に
変
更

は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
１
０
５

億
１
２
２
１
万
円
と
す
る
。

<

主
な
歳
出>

○
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
運
営

費　
　
　
　
　

２
８
７
万
円

　

施
設
の
老
朽
化
に
伴
う
施

設
更
新
費

○
商
工
振
興
総
務
費

 

20

万
円

　

㈱
地
域
商
社
鳥
取
の
設
立

出
資
金
。

（
予
備
費
３
０
７
万
円
で
調

整
）

人　
　

事

○
人
権
擁
護
委
員

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
同

意
。

　

浅
井　

知
壽
子
氏
（
島
）

○
財
産
区
管
理
委
員
の
選
任

　

財
産
区
管
理
委
員
の
推
薦

に
同
意
。

<

上
私
都
財
産
区>

坂
本
登
氏
・
中
村
政
美
氏

勝
原
正
氏
・
竹
内
友
實
氏

西
尾
寿
秋
氏
・
田
中
勲
氏

川
口
誠
治
氏

<

市
場
、
覚
王
寺
財
産
区>

河
村
敏
氏
・
手
見
野
大
樹
氏

山
﨑
儀
章
氏
・
谷
口
賴
昭
氏

森
本
忠
司
氏
・
橋
本
金
次
郎

氏
・
山
本
美
智
雄
氏

<

上
津
黒
、
下
津
黒
財
産
区>

衣
笠
春
壽
氏
・
田
渕
宜
彰
氏

田
中
省
吾
氏
・
衣
笠
明
仁
氏

田
中
利
生
氏
・
田
中
正
氏

井
上
寿
光
氏

<
別
府
財
産
区>

土
井
國
光
氏
・
平
尾
厚
志
氏

平
尾
登
氏
・
土
井
英
揮
氏

野
田
稔
氏
・
梶
川
世
紀
氏

平
尾
健
男
氏

<

篠
波
財
産
区>

今
井
光
秋
氏
・
宮
﨑
覚
氏

祇
園
敏
章
氏
・
岡
晴
雄
氏

西
尾
幸
一
氏
・
宮
﨑
豊
氏

任
期
は
平
成
29

年
９
月
28

日

か
ら
平
成
33

年
９
月
27

日
ま

で
。

契　
　

約

◆
公
共
下
水
道
長
寿
命
化
事

業
（
郡
家
浄
化
セ
ン
タ
ー
汚

泥
処
理
施
設
更
新
）
機
械
設

備
工
事
請
負
契
約

　

○
契
約
金
額

　
　
　

１
億
３
５
０
０
万
円

　

○
契
約
の
相
手

　
　

前
澤
工
業
株
式
会
社

　
　

中
国
支
店　

支
店
長

　
　
　
　
　

大
橋　

達
矢

補
正
予
算

◆
平
成
29
年
度
八
頭
町
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に

変
更
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ

99

億
７
７
４
７
万
円
と
す

る
。

<
歳
出>

　

○
交
通
安
全
対
策
費

 

30

万
円

　

子
ど
も
自
転
車
全
国
大
会

出
場
補
助
金

（
予
備
費
30

万
円
で
調
整
）

契　
　

約

◆
備
品
購
入
契
約
の
締
結

（
消
防
車
そ
の
１
）

　

○
契
約
金
額

 

２
２
６
８
万
円

▲　更新される消防車両～今までお疲れ様でした

　

○
契
約
の
相
手

株
式
会
社　

吉
谷
機
械
製
作
所

取
締
役
社
長　

吉
谷　

典
雄

◆
備
品
購
入
契
約
の
締
結

（
消
防
車
そ
の
２
）

　

○
契
約
金
額

　

１
１
７
７
万
２
０
０
０
円

　

○
契
約
の
相
手

株
式
会
社　

吉
谷
機
械
製
作
所

取
締
役
社
長　

吉
谷　

典
雄
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ここが聞きたい

一 般 質 問
※質問や町長などの答弁は、質問した議員の原

稿に基づき掲載することになっており坂根實

豊議員は原稿を未提出であるため掲載してい

ません。

テーマ 質問事項 質問者 頁

ま
ち
づ
く
り

人権施策の現状と課題 岡嶋 7

町民から聞こえてくる町行政への思い 岡嶋 7

「静かなる有事」「人口減少・超高齢社会」

への対応を問う
下田 8

竹を活かしたまちづくり 中村 9

地域防災 森 10

若桜鉄道 森 10

地域の公共交通を考える 小倉 12

平成28年度決算 栄田 14

町政全般 髙橋 15

財産区 坂根

テーマ 質問事項 質問者 頁

農
　
業

農業の振興策 小林 13

中山間農業問題 坂根

教
　
　
育

スクールバスの走行状況システムの導入 奥田 6

町内小学校での夏休み期間中のプール

開放と水泳の指導
森 10

給付型進学奨励金 川西 11

本町の小中学校における道徳教育 川西 11

地方教育を考える 小倉 12

放課後児童クラブと放課後子ども教室 栄田 14

福
祉
・
医
療

地域包括ケアシステムの構築 奥田 6

第２次食育推進計画 奥田 6

平成30年度からの国民健康保険（国保）
の広域化

川西 11

健康づくり 栄田 14

➡

11人が

一般質問

しました。

件　　　　　　　　　名 提　　出　　者 理　　　由 備　　考

「全国森林環境税の創設に関す

る意見書採択」に関する陳情に

ついて

全国森林環境税創設促進議

員連盟

会長　板垣一徳

陳情の趣旨を認めた 意見書提出

件　　　　　　　　　名 提　　出　　者 理　　　由 備　　考

国民健康保険都道府県単位化に

係る意見書採択についての陳情

鳥取県社会保障推進協議会

会長代行　田村真弓

個別の条件設定は難し

いものがある

○採択としたもの

○不採択としたもの
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質
問

　

本
町
の
地
域
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
の
構
築
に
つ
い
て
５
点
伺

う
。

①
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
が
立

ち
上
が
っ
て
い
な
い
地
域
の

進
捗
状
況
は
。

②
認
知
症
対
策
の
取
組
み
状

況
は
。

③
認
知
症
地
域
支
援
推
進
員

の
設
置
は
。

④
幼
児
・
学
童
・
障
が
い
者
、

虐
待
、
貧
困
な
ど
の
問
題
と

の
関
係
は
。

⑤
高
齢
者
の
就
労
支
援
対
策

は
。

答
弁　

��
田
町
長

①
関
係
者
と
協
議
し
て
推
進

し
て
い
る
。
完
成
は
平
成
34

年
に
な
る
が
短
縮
し
て
い
き

た
い
。

②
予
防
健
診
、
予
防
教
室
を

実
施
し
、
認
知
症
初
期
集
中

支
援
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ

た
。
通
所
型
教
室
の
実
施
や

専
門
ス
タ
ッ
フ
の
相
談
体
制

を
整
備
。
昨
年
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
講
座
を
14

回
開
催

し
、
講
演
会
を
年
１
回
開
催

し
て
い
る
。

③
保
健
師
２
人
が
研
修
を
受

け
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
に
配
置
し
た
。

④
「
我
が
事
・
丸
ご
と
地
域

共
生
社
会
の
実
現
」
を
掲
げ

連
携
体
制
を
整
備
す
る
。

⑤
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

運
営
に
対
し
支
援
し
て
い

る
。
受
注
額
は
増
加
し
て
い

る
。

質
問

　

認
知
症
が
疑
わ
れ
る
場
合

の
相
談
窓
口
は
。

答
弁　

��
田
町
長

　

保
健
セ
ン
タ
ー
だ
。

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

まちづくり委員会設置の完成は

町長/平成34年になるが短縮したい

▲　第２次食育推進計画

質
問

　

本
町
の
食
育
推
進
に
つ
い

て
３
点
伺
う
。

①
一
次
計
画
か
ら
の
５
年
間

で
の
評
価
と
課
題
は
。

②
保
育
所
内
の
食
育
は
。

③
食
生
活
改
善
推
進
員
の
活

動
が
ど
う
関
わ
っ
て
い
る
の

か
、
現
状
と
今
後
の
展
開
を

問
う
。

答
弁　

��
田
町
長

①
数
値
が
悪
化
し
た
項
目

は
、
毎
日
朝
食
を
食
べ
る
人

の
割
合
、
複
数
で
食
べ
る
人

の
割
合
、
地
産
地
消
を
実
施

し
て
い
る
人
の
割
合
な
ど
が

あ
っ
た
。

　

食
育
の
重
要
性
を
認
識
し

行
動
し
て
も
ら
う
た
め
の
施

策
を
実
施
し
て
い
く
。

②
歯
科
巡
回
指
導
や
フ
ッ
素

化
合
物
洗
口
を
実
施
。
マ

ナ
ー
指
導
、
菜
園
活
動
、
ク
ッ

キ
ン
グ
活
動
な
ど
の
取
組

み
。
地
産
地
消
の
推
進
や
食

文
化
を
伝
え
る
、
ち
ま
き
づ

く
り
や
餅
つ
き
を
し
て
い
る
。

③
平
成
28

年
度
、
町
内
55

集

落
で
６
９
１
人
が
参
加
し
た

伝
達
講
習
会
の
実
施
や
食
育

に
関
す
る
啓
発
活
動
な
ど
町

民
の
健
康
増
進
の
一
翼
を

担
っ
て
い
る
。

　

計
画
の
目
標
達
成
の
た
め

に
は
食
生
活
改
善
推
進
員
の

奥田のぶよ　議員

食育計画

食
生
活
改
善
推
進
員
の
活
動
と

食
育
推
進
の
関
わ
り
は

町
長
／

食
育
計
画
の
目
標
達
成
の

た
め
に
は
協
力
が
不
可
欠
だ

協
力
が
不
可
欠
だ
。

質
問

　

保
健
課
の
行
政
栄
養
士
配

置
が
正
職
１
人
、
臨
時
職
員

１
人
だ
が
、
正
職
２
人
体
制

は
難
し
い
か
。

答
弁　

��
田
町
長

　

正
職
が
望
ま
し
い
の
は
承

知
し
て
い
る
が
、
他
と
の
バ

ラ
ン
ス
も
あ
り
非
常
勤
の
特

別
職
と
し
て
い
る
。

〈
そ
の
他
の
質
問
〉

　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
走
行
状

況
シ
ス
テ
ム
導
入
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▲　人権問題講座の開催の様子

質
問

　

平
成
28

年
12

月
、
「
部
落

差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す

る
法
律
」
が
施
行
さ
れ
た
。

こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
質
問
す

る
。

①
部
落
差
別
の
実
情
は
。

②
新
た
な
条
例
制
定
は
。

③
実
情
に
応
じ
た
施
策
を
今

後
ど
う
進
め
る
の
か
。

④
相
談
に
対
応
す
る
体
制
の

充
実
を
今
後
ど
う
図
る
か
。

⑤
差
別
解
消
の
た
め
の
教

育
・
啓
発
を
今
後
ど
う
進
め

る
か
。

⑥
実
態
調
査
の
計
画
は
。

答
弁　

��
田
町
長

①
近
年
県
に
報
告
し
た
も
の

は
な
い
。
意
識
調
査
で
は
、

近
年
５
年
間
で
差
別
を
受
け

た
り
感
じ
た
こ
と
が
あ
る
と

答
え
た
人
が
26
・
８
％
あ
る
。

②
合
併
時
に
制
定
し
た
条
例

の
目
的
に
沿
っ
て
必
要
な
施

策
を
推
進
す
る
。

③
本
年
３
月
に
「
人
権
を
尊

重
す
る
ま
ち
づ
く
り
実
施
計

画
」
を
策
定
し
た
。
こ
れ
を

基
に
人
権
意
識
を
高
め
行
動

と
実
践
に
つ
な
げ
た
い
。

④
人
権
擁
護
機
関
な
ど
の
相

談
体
制
に
加
え
、
町
内
の
体

質
問

　

町
長
を
ト
ッ
プ
と
す
る
役

場
全
体
の
町
民
に
対
す
る
お

役
所
的
な
対
応
は
、
町
民
の

た
め
に
汗
を
か
く
気
概
が
薄

れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る

が
。

制
の
中
で
相
談
に
応
じ
た

い
。

⑤
「
人
権
を
尊
重
す
る
ま
ち

づ
く
り
実
施
計
画
」
を
推
進

し
、
教
育
・
啓
発
の
必
要
性

を
理
解
し
て
も
ら
い
行
動
へ

の
実
践
を
推
進
し
た
い
。

⑥
現
在
調
査
の
た
め
の
施
行

令
と
か
通
達
な
ど
が
出
て
い

な
い
た
め
詳
細
は
判
断
し
か

ね
る
。

質
問

　

教
育
ビ
ジ
ョ
ン
に
「
差
別

に
負
け
な
い
力
と
実
践
力
の

育
成
」
と
う
た
わ
れ
て
い
る
。

次
の
２
点
質
問
す
る
。

①
差
別
に
負
け
な
い
力
と

は
。

②
現
在
の
学
校
教
育
で
実
践

力
の
育
成
が
可
能
な
の
か
。

答
弁　

薮
田
教
育
長

①
差
別
を
許
さ
ず
、
間
違
っ

た
考
え
を
そ
の
ま
ま
に
し
な

い
こ
と
で
あ
り
、
我
慢
と
か

耐
え
る
こ
と
で
は
な
い
。

②
社
会
科
の
歴
史
学
習
で
部

落
差
別
の
起
こ
り
や
差
別
解

消
に
向
け
た
水
平
社
運
動
を

取
り
扱
っ
て
い
る
。
今
後
道

徳
な
ど
使
用
す
る
資
料
作
成

を
検
討
し
て
い
る
。

人
権
施
策

現状と課題は

町長/人権意識を高め行動と
実践につなげたい岡嶋　正広　議員

町政の執行

町
民
の
た
め
に
汗
を
か
く

姿
勢
が
足
り
な
い
の
で
は

町
長
／

町
民
に
寄
り
添
っ
た

町
政
に
な
る
よ
う
頑
張
る

答
弁　

��
田
町
長

　

施
策
を
推
進
す
る
中
で
機

械
的
で
は
な
く
町
民
の
皆
様

と
意
思
疎
通
を
図
り
理
解
し

て
も
ら
い
な
が
ら
進
め
る
よ

う
心
掛
け
て
い
る
。

質
問

　

審
議
会
の
ま
と
め
で
終
わ

り
で
は
な
い
。
区
長
に
頼
ん

で
終
わ
り
で
は
な
い
。
議
会

で
予
算
が
通
っ
た
か
ら
そ
れ

で
い
い
で
は
な
い
。

　

町
民
へ
の
理
解
を
求
め
る

姿
勢
、
机
の
上
の
仕
事
で
は

な
く
町
民
に
寄
り
添
い
、
現

場
を
知
り
汗
を
か
く
姿
勢
が

必
要
で
は
な
か
ろ
う
か
。

答
弁　

��
田
町
長

　

町
民
あ
っ
て
の
役
場
だ
。

丁
寧
な
説
明
と
町
民
に
寄
り

添
っ
た
町
政
に
な
る
よ
う
頑

張
り
た
い
。
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質
問

　

今
、
日
本
で
は
「
静
か
な

る
有
事
」
と
言
わ
れ
る
「
人

口
減
少
、
少
子
超
高
齢
社
会
」

が
到
来
し
静
か
に
、
し
か
し

確
実
に
ひ
た
ひ
た
と
身
近
に

迫
っ
て
き
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
に
つ
い
て
国
、
県
、

市
町
が
ど
う
対
応
し
て
い
く

の
か
が
問
わ
れ
て
い
る
。
出

生
数
の
減
少
も
人
口
減
少
、

高
齢
社
会
も
避
け
ら
れ
な
い

な
ら
そ
れ
を
前
提
と
し
た
ま

ち
づ
く
り
、
社
会
づ
く
り
が

求
め
ら
れ
、
つ
く
り
替
え
て

い
く
し
か
な
い
。

　

人
口
減
少
、
超
高
齢
社
会

の
本
質
的
課
題
で
あ
る
、

①
「
出
生
数
の
減
少
」

②
「
高
齢
者
数
の
増
加
」

③
「
勤
労
世
代
の
減
少
」

に
つ
い
て
ど
う
取
り
組
む
の

か
伺
う
。

答
弁　

��
田
町
長

　

全
国
的
に
少
子
高
齢
化
が

進
み
、
人
口
が
減
少
す
る
中
、

本
町
に
お
い
て
も
平
成
27

年
の
国
勢
調
査
で
人
口
が

１
６
，
９
８
５
人
と
な
り
総

合
戦
略
策
定
時
の
想
定
を
上

回
る
ス
ピ
ー
ド
で
人
口
減
少

が
進
ん
で
い
る
。

　

こ
の
た
め
、
人
口
減
少
を

前
提
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
を

行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

人
口
減
少
は
、
生
産
年
齢
人

口
の
減
少
に
よ
る
産
業
活
動

の
低
迷
、
地
域
活
力
の
低
下

と
様
々
な
課
題
の
根
本
的
な

要
因
と
な
る
。
人
口
減
少
を

前
提
と
し
つ
つ
、
い
か
に
そ

の
流
れ
を
抑
え
て
い
く
か
と

い
う
両
面
の
取
り
組
み
が
重

要
で
あ
る
。

①
「
出
生
数
の
減
少
」

　

結
婚
、
出
産
の
希
望
が
か

な
え
ら
れ
る
子
育
て
環
境
の

整
備
が
重
要
。
保
育
料
の
無

料
化
の
拡
充
、
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
の
延
長
、
病
児
保
育

の
実
施
な
ど
を
行
っ
て
き

た
。
引
き
続
き
子
育
て
世
代

の
ニ
ー
ズ
を
聞
き
、
充
実
に

努
め
る
。

②
「
高
齢
者
数
の
増
加
」

　

単
に
介
護
需
要
の
増
加
へ

の
対
応
に
と
ど
ま
ら
ず
地
域

で
の
見
守
り
な
ど
高
齢
者
の

暮
ら
し
を
地
域
住
民
全
体
で

支
え
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で

生
活
で
き
る
よ
う
、
支
え
あ

い
の
体
制
を
構
築
す
る
こ
と

が
必
要
だ
。

　

現
在
、
作
業
中
の
地
域
福

祉
計
画
の
中
で
も
し
っ
か
り

静
か
な
る
有
事

人口減少、超高齢社会への対応は

町長/ささえ合いの体制を
構築することが必要だ

▲　親子ふれあい（ぷらっとぴあやず）

下田　敏夫　議員

と
検
討
す
る
。

③
「
勤
労
世
代
の
減
少
」

　

子
育
て
環
境
の
整
備
に
加

え
、
働
く
場
の
確
保
や
移
住
・

定
住
対
策
の
促
進
に
取
り
組

む
必
要
が
あ
る
。
農
林
業
、

商
工
業
の
振
興
、隼
Ｌ
ａ
ｂ
． 

や
起
業
支
援
の
よ
う
に
若
い

世
代
に
訴
え
る
取
り
組
み
、

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
な
ど

に
よ
る
移
住
・
定
住
へ
の
支

援
な
ど
に
引
き
続
き
取
り
組

ん
で
い
く
。

　

人
口
が
減
少
し
、
高
齢
者

が
増
え
る
と
い
う
現
実
を
見

据
え
た
取
り
組
み
を
行
い
な

が
ら
、
子
育
て
、
教
育
環
境

の
整
備
、
働
く
場
の
確
保
、

移
住
・
定
住
対
策
に
よ
る
人

口
減
少
の
抑
制
を
図
る
取
り

組
み
を
行
う
な
ど
総
合
的
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
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竹
を
活
か
し
た

ま
ち
づ
く
り
　

竹炭生産者組合の後継者不足は

町長/雇用や販路に携わっていく

▲　竹林浴の里～心身ともにミニＳＬで楽しもう～

中村　美鈴　議員

質
問

　

本
町
の
林
野
面
積
は
鳥

取
市
に
比
べ
て
２
倍
あ
る

と
デ
ー
タ
が
出
て
い
る
。
本

町
船
岡
地
域
で
竹
林
の
利

活
用
を
図
る
べ
き
と
考
え

て
い
る
か
。

　

竹
は
資
源
で
あ
る
と
思

う
の
で
、
ぜ
ひ
、
竹
の
利
活

用
を
産
業
に
結
び
つ
け
ら

れ
な
い
か
を
問
う
。

①
竹
林
公
園
整
備
の
目
的

と
事
業
の
内
容
、
経
過
、
及

び
成
果
と
課
題
は
。

②
竹
林
公
園
の
イ
ベ
ン
ト

状
況
は
、
年
間
ど
の
よ
う
な

イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
、
参
加
者

は
何
人
か
。

③
竹
炭
の
事
業
は
、
竹
炭
生

産
組
合
の
４
代
目
の
人
が

引
き
継
い
で
い
る
が
、
現
状

と
課
題
は
。

答
弁　

��
田
町
長

①
竹
林
公
園
は
、
平
成
５
年

に
竹
林
を
活
か
し
た
町
づ

く
り
構
想
を
策
定
し
、
翌
年

整
備
を
し
て
、
７
年
７
月
１

日
に
開
園
を
し
た
。

　

公
園
は
、
竹
林
浴
の
里

を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、

国
内
外
の
珍
し
い
竹
と
笹
、

２
０
０
品
種
ほ
ど
が
生
い

茂
る
、
竹
林
浴
が
満
喫
で
き

る
施
設
だ
。
園
内
の
入
場
は

無
料
で
、
バ
ン
ガ
ロ
ー
な
ど

の
施
設
部
分
の
利
用
は
有
料

だ
。

　

12

年
４
月
に
食
料
供
給
施

設
を
オ
ー
プ
ン
し
、
同
年
８

月
に
野
外
ス
テ
ー
ジ
を
開
設

し
た
。

　

鳥
取
市
の
中
村
仙
一
郎
氏

（
若
桜
線
Ｓ
Ｌ
遺
産
保
存
会

顧
問
）
が
、
制
作
さ
れ
た
ミ

ニ
Ｓ
Ｌ
機
関
車
な
ど
15

両
の

寄
贈
を
受
け
て
、
28

年
ミ
ニ

Ｓ
Ｌ
博
物
館
の
建
設
に
着
手

し
、
本
年
４
月
１
日
に
開
館

し
た
。

　

７
年
開
園
当
初
と
、
周
辺

環
境
も
変
わ
り
、
鳥
取
自
動

車
道
や
、
河
原
イ
ン
タ
ー
線

の
開
通
で
、
竹
林
公
園
の
ア

ク
セ
ス
が
良
く
な
っ
た
。
ま

た
、
隼
ラ
イ
ダ
ー
の
聖
地
と

し
て
、
県
内
外
か
ら
多
く
の

ラ
イ
ダ
ー
が
来
る
よ
う
に

な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
隼
駅

ま
つ
り
を
ス
ズ
キ
自
動
車
㈱

の
ご
支
援
も
あ
り
、
竹
林
公

園
で
開
催
す
る
こ
と
で
効
果

と
し
て
知
名
度
の
向
上
や
来

園
者
数
も
増
大
し
た
。

　

本
年
４
月
に
、
や
ず
ミ
ニ

Ｓ
Ｌ
博
物
館
を
園
内
に
設
置

し
、
多
く
の
皆
さ
ん
が
楽
し

ん
で
も
ら
う
た
め
に
は
、
課

題
も
あ
る
が
、
竹
林
公
園
の

意
義
を
保
ち
つ
つ
取
り
組

む
。

②
竹
林
祭
り
の
参
加
者
は

１
５
０
０
人
。
ま
た
ク
ラ
フ

ト
キ
ャ
ン
プ
の
開
催
は
、
本

年
は
無
か
っ
た
が
、
昨
年
は

町
内
外
で
５
０
０
０
人
、
隼

駅
ま
つ
り
の
参
加
者
は
、
約

２
３
０
０
人
、
バ
イ
ク
は

１
６
０
０
台
、
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
乗

車
体
験
は
６
９
４
０
人
だ
。

③
８
年
12

月
、
船
岡
町
竹
炭

生
産
者
組
合
を
組
合
員
８
人

で
設
立
し
た
。
13

年
12

月
、

町
と
普
通
財
産
使
用
賃
借
契

約
書
を
締
結
し
た
。
組
合
の

結
成
か
ら
20

年
が
経
過
し
、

正
組
合
員
２
人
、
准
組
合
員

３
人
で
仕
事
を
さ
れ
、
28

年

度
は
、
竹
炭
１
２
０
０
キ
ロ

グ
ラ
ム
、
竹
酢
液
１
７
１
６

リ
ッ
ト
ル
の
生
産
量
の
減
少

で
、
後
継
者
の
育
成
が
急
務

な
状
況
に
あ
る
。

質
問

　

今
４
代
目
の
方
が
、
80

歳

で
、
後
継
者
を
探
し
て
い
る

が
、
例
え
ば
地
域
お
こ
し
協

力
隊
に
入
っ
て
も
ら
い
、
対

策
は
で
き
な
い
か
。

答
弁　

��
田
町
長

　

後
継
者
は
大
き
な
課
題
で

あ
り
、
声
を
か
け
て
い
き
た

い
。

質
問

　

町
内
に
竹
酢
の
リ
ピ
ー

タ
ー
が
い
て
、
健
康
に
も
良

い
と
聞
い
て
い
る
。
本
町
の

イ
ベ
ン
ト
で
特
産
品
の
Ｐ
Ｒ

を
し
、
雇
用
や
販
路
の
開
拓

を
考
え
、
本
町
も
取
り
組
み

強
化
に
努
め
て
ほ
し
い
。

答
弁　

��
田
町
長

　

後
継
者
が
一
番
だ
ろ
う
。

本
町
と
し
て
も
雇
用
や
販
路

に
携
わ
っ
て
参
り
た
い
。
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質
問

　

本
町
で
は
８
月
に
各
地
域

で
防
災
訓
練
が
実
施
さ
れ
て

い
る
。
防
災
対
策
な
ど
町
長

に
伺
う
。

①
本
町
一
斉
防
災
訓
練
の
課

題
は
。

②
実
際
に
避
難
所
を
設
営
す

る
な
ど
今
後
の
訓
練
の
計
画

は
。

③
防
災
マ
ッ
プ
改
訂
の
中
で

住
民
の
声
は
ど
う
反
映
さ
れ

る
の
か
。

答
弁　

��
田
町
長

①
世
帯
全
員
が
避
難
訓
練
に

参
加
す
る
こ
と
が
難
し
い
。

②
集
落
や
地
域
で
、
県
防
災

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る
出
前

講
座
の
活
用
や
防
災
意
識
の

高
揚
、
技
術
の
向
上
を
図
り

た
い
。

③
集
落
の
代
表
者
と
協
議
を

し
な
が
ら
適
切
な
避
難
場
所

を
選
定
し
、
平
成
30

年
度
改

訂
版
マ
ッ
プ
に
記
載
す
る
予

定
だ
。

質
問

　

今
後
、
曜
日
や
時
間
帯
を

変
え
て
の
訓
練
の
計
画
は
。

質
問

　

「
東
部
広
域
公
共
交
通
網

計
画
」
で
若
桜
鉄
道
が
担
う

役
割
は
大
き
い
。
来
年
３
月

４
日
に
は
「
昭
和
」
の
車
両
が

導
入
さ
れ
観
光
分
野
で
の
期

待
が
高
ま
る
。
若
桜
鉄
道
に

つ
い
て
伺
う
。

①
現
在
の
社
長
は
小
林
若
桜

町
長
が
兼
務
だ
が
ど
う
か
。

②
「
昭
和
」
の
車
両
導
入
に

あ
た
っ
て
の
観
光
プ
ラ
ン

は
。

③
日
常
の
運
行
の
中
で
「
昭

和
」
の
位
置
付
け
は
。

答
弁　

��
田
町
長

①
な
る
べ
く
早
い
う
ち
に
後

任
者
を
決
定
で
き
る
よ
う
努

力
す
る
。

②
現
在
旅
行
代
理
店
な
ど
と

協
議
し
、
ツ
ア
ー
造
成
の
準

備
を
進
め
て
い
る
。
ま
た
数

社
の
旅
行
会
社
か
ら
問
い
合

わ
せ
も
あ
る
。

答
弁　

��
田
町
長

　

本
町
と
し
て
は
当
面
現
状

通
り
の
訓
練
を
続
け
る
。
夜

間
訓
練
な
ど
集
落
へ
の
提
案

は
検
討
す
る
。

質
問

　

体
育
館
な
ど
を
利
用
し
て

宿
泊
型
の
避
難
所
設
営
体
験

を
実
施
し
て
は
。

答
弁　

��
田
町
長

　

夜
間
訓
練
か
ら
宿
泊
訓
練

に
つ
な
げ
る
こ
と
は
可
能

だ
。
地
震
の
訓
練
だ
け
で
な

く
豪
雨
の
訓
練
も
視
野
に
入

れ
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

地
域
防
災

防災訓練のあり方を変えては

町長/今後視野に入れて検討

▲　観光化が期待される「若桜鉄道」

若桜鉄道

「
昭
和
」
の
観
光
プ
ラ
ン
は

町
長
／

ツ
ア
ー
造
成
な
ど

準
備
を
進
め
て
い
る

森　亜紀子　議員

③
日
曜
日
臨
時
便
の
貸
切
列

車
と
し
て
運
行
以
外
は
、
通

常
の
客
車
と
し
て
使
う
。
住

民
の
み
な
さ
ん
に
、
利
用
し

て
も
ら
う
。

質
問

　

観
光
客
の
リ
ピ
ー
タ
ー
を

増
や
す
た
め
に
も
社
員
の
接

遇
は
大
切
と
考
え
る
が
。

答
弁　

��
田
町
長

　

若
桜
鉄
道
は
安
心
安
全
で

あ
る
こ
と
が
大
事
だ
。
社
員

の
接
遇
研
修
は
実
施
し
て
い

る
。

質
問

　

３
年
間
同
じ
車
両
が
入
る

の
か
。

答
弁　

��
田
町
長

　

一
部
デ
ザ
イ
ン
が
違
う
。

個
性
を
生
か
し
た
仕
上
が
り

に
な
る
。

〈
そ
の
他
の
質
問
〉

　

町
内
小
学
校
で
の
夏
休
み

期
間
中
の
プ
ー
ル
開
放
と
水

泳
の
指
導
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質
問

①
道
徳
は
通
常
の
教
科
学
習

と
は
違
い
、
客
観
的
な
点
数

評
価
に
な
じ
ま
な
い
。
６
月

定
例
会
で
、
教
育
長
は
「
八

頭
町
小
中
学
校
道
徳
資
料
集

を
平
成
29

年
度
で
作
成
し
、

30

年
度
か
ら
使
う
予
定
」
の

旨
を
答
弁
し
て
い
る
が
、
子

ど
も
の
成
長
を
図
る
観
点
や

理
念
で
ど
の
よ
う
な
資
料
を

作
成
す
る
の
か
。

②
戦
前
の
「
教
育
勅
語
」
は

ど
の
部
分
で
あ
れ
戦
争
推
進

の
た
め
の
内
容
で
あ
っ
た
。

そ
れ
を
教
材
と
し
て
、
部
分

的
で
あ
れ
肯
定
し
て
取
り
上

げ
る
の
は
適
切
か
。

答
弁　

薮
田
教
育
長

①
本
町
の
児
童
生
徒
が
、
名

誉
町
民
や
歴
史
的
に
有
名
な

本
町
出
身
の
関
係
者
、
古
井

喜
實
氏
（
郡
家
）
・
橋
本
興

家
氏
（
船
岡
）
・
本
田
實
氏

道徳教育

「
教
育
勅
語
」
を
教
材
に

取
り
上
げ
る
の
は
適
切
か

教
育
長
／

積
極
的
に
取
り
上
げ
る

必
要
は
な
い

質
問

　

２
０
１
５
（
平
成
27

）
年

５
月
の
「
持
続
可
能
な
医
療

制
度
を
構
築
す
る
た
め
の
国

民
健
康
保
険
制
度
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
」
の
公
布
に

伴
い
、
来
年
度
か
ら
都
道
府

県
と
市
町
村
が
共
同
で
国
保

の
運
営
を
担
い
、
都
道
府
県

が
財
政
の
責
任
主
体
と
な

る
。
こ
れ
が
国
保
の
広
域
化

だ
が
、
保
険
者
か
ら
は
不
安

や
心
配
の
声
が
あ
る
。

①
保
険
料
が
全
県
統
一
化
さ

れ
高
く
な
る
の
で
は
。

②
従
来
、
本
町
の
行
っ
て
き

た
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入

れ
は
ど
の
よ
う
に
な
る
の

か
。

③
「
国
保
税
の
申
請
」
や
窓

口
一
部
負
担
金
の
減
免
は
ど

の
よ
う
に
な
る
の
か
。

④
県
に
対
す
る
「
納
付
金
」

は
特
別
医
療
費
に
係
る
国
庫

負
担
金
の
減
額
調
整
措
置
分

に
つ
い
て
、
減
額
分
を
加
算

す
る
方
針
だ
。
初
見
を
問

う
。

⑤
短
期
証
明
書
や
資
格
証
明

書
な
ど
、
発
行
の
事
務
処
理

は
統
一
さ
れ
る
の
か
。
後
者

の
本
町
で
の
無
発
行
は
継
続

を
図
る
べ
き
と
考
え
る
が
。

国
民
健
康
保
険

広域化で不安や心配の声があるが

町長/本町の諸制度の
現状維持を図りたい

▲　授業風景「道徳」（３年）～八頭中学校～

川西　　聡　議員

答
弁　

��
田
町
長

①
保
険
税
率
の
統
一
化
は
、

現
状
で
は
各
市
町
村
の
医
療

給
付
費
や
所
得
の
水
準
の
差

が
大
き
く
困
難
で
あ
り
、
税

率
の
決
定
は
各
市
町
村
の
賦

課
割
合
を
用
い
る
こ
と
が
確

認
さ
れ
て
い
る
。

②
こ
れ
ま
で
と
同
様
で
あ

る
。

③
現
状
で
は
こ
れ
ま
で
通
り

だ
が
、
連
携
会
議
で
決
め

る
。

④
厚
生
労
働
省
は
、
来
年
度

よ
り
未
就
学
児
ま
で
の
医
療

費
助
成
に
つ
き
減
額
対
象
に

し
な
い
方
針
だ
。
障
が
い
者

や
ひ
と
り
親
家
庭
、
さ
ら
に

高
校
生
ま
で
の
全
て
が
対
象

に
な
る
べ
き
で
あ
る
。
早
急

な
廃
止
に
向
け
要
望
活
動
を

県
と
共
に
強
め
て
い
く
。

⑤
現
在
、
連
携
会
議
で
協
議

中
だ
が
、
本
町
の
現
状
維
持

が
図
ら
れ
る
よ
う
主
張
す

る
。

（
八
東
）
の
生
き
方
と
か
知

恵
を
学
ぶ
こ
と
に
よ
り
、
本

町
を
思
う
気
持
ち
を
育
む
こ

と
を
目
指
す
資
料
で
あ
り
現

在
鋭
意
作
成
中
で
あ
る
。

②
教
育
勅
語
は
国
会
で
排
除

さ
れ
失
効
確
認
が
さ
れ
て
お

り
、
積
極
的
に
取
り
上
げ
て

教
え
る
必
要
は
な
い
。
し
か

し
、
内
容
に
つ
い
て
「
父
母

に
孝
行
を
尽
く
し
」
「
朋
友

信
義
を
持
っ
て
交
わ
り
」
な

ど
は
教
育
基
本
法
に
通
じ
る

も
の
も
あ
り
、
全
て
が
否
定

さ
れ
る
も
の
で
も
な
い
。

〈
そ
の
他
の
質
問
〉

　

給
付
型
進
学
奨
学
金
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公
共
交
通

今後の在り方は

町長/免許がなくても
生活できる町を目指す 小倉　一博　議員

質
問

　

公
共
交
通
の
在
り
方
に
つ

い
て
伺
う
。

①
若
桜
鉄
道
の
列
車
を
改
修

し
て
観
光
列
車
と
し
て
運
行

す
る
予
定
だ
が
、
集
客
計
画

は
。

②
バ
ス
・
鉄
道
と
も
、
沿
線

に
ひ
と
工
夫
が
必
要
と
思
う

が
。

③
こ
れ
か
ら
の
公
共
交
通
に

つ
い
て
ど
う
考
え
て
い
る

か
。

答
弁　

��
田
町
長

①
観
光
列
車
「
昭
和
」
の
運

行
は
、
毎
日
曜
日
に
臨
時
列

車
と
し
て
運
行
予
定
で
あ

り
、
１
日
50

人
と
し
て
、
年

間
６
０
０
０
人
、
３
０
０
万

円
の
収
入
を
予
定
し
て
い

る
。
ま
た
ツ
ア
ー
会
社
に
よ

る
貸
し
切
り
運
行
を
考
え
て

い
る
。

「
昭
和
」
の
通
常
運
行
に
つ

い
て
は
、
１
日
に
50

人
、
年

間
５
０
０
０
人
、
運
賃
収
入

２
０
０
万
円
余
を
見
込
ん
で

い
る
。

　

関
連
グ
ッ
ズ
等
も
含
め
、

６
０
０
万
円
の
増
収
と
な

る
。

②
鉄
道
沿
線
で
の
、
観
光
客

の
も
て
な
し
を
協
議
検
討
し

て
い
る
。
バ
ス
路
線
の
運
行

系
統
の
再
編
や
鉄
道
と
バ
ス

の
連
携
な
ど
、
「
鳥
取
県
東

部
地
域
公
共
交
通
再
編
実
施

計
画
」
を
作
成
す
る
予
定

だ
。

③
沿
線
人
口
の
減
で
経
営
が

厳
し
い
。
鉄
道
は
観
光
列
車

運
行
で
旅
客
収
入
増
に
努
め

る
。

　

バ
ス
は
１
０
０
円
に
し
て

利
用
客
が
２
６
０
０
人
増
え

た
。

　

タ
ク
シ
ー
助
成
は
、
今

年
か
ら
個
人
負
担
を
最
低

３
０
０
円
か
ら
最
高
８
０
０

質
問

　

地
域
を
担
う
べ
き
子
ど
も

が
加
速
度
的
に
減
少
し
て
い

る
。
地
方
教
育
の
あ
り
方
に

つ
い
て
問
う
。

①
少
子
・
人
口
減
社
会
の
教

育
課
題
は
。

②
未
来
社
会
に
お
け
る
教
育

の
果
た
す
べ
き
役
割
は
。

③
歴
史
・
文
化
の
伝
承
に
つ

い
て
の
、
取
り
組
み
は
。

答
弁　

薮
田
教
育
長

①
規
模
の
維
持
、
地
域
人
材

の
不
足
な
ど
が
課
題
だ
。

　

児
童
生
徒
の
人
間
関
係
形

成
力
の
育
成
、
教
職
員
組
織

の
活
性
化
が
必
要
だ
。

②
地
域
の
文
化
や
風
習
を
次

の
世
代
に
伝
え
る
人
づ
く
り

が
持
続
可
能
な
地
域
を
実
現

す
る
。

③
本
町
に
ゆ
か
り
の
人
物
を

教
材
化
し
て
道
徳
の
郷
土
教

材
集
を
作
成
中
で
、
先
人
の

地方教育

将
来
果
た
す
べ
き

役
割
は

教
育
長
／

人
づ
く
り
で
持
続

可
能
な
地
域
の
実
現
だ

▲　ブルートレインがある隼駅

円
に
設
定
し
た
の
で
遠
距
離

の
利
用
が
増
え
た
。
本
町
の

支
援
が
１
０
０
０
万
円
を
超

え
た
の
で
、
在
り
方
も
含
め

検
討
す
る
。
免
許
証
が
な
く

て
も
日
常
生
活
が
で
き
る
町

を
目
指
す
。

質
問

　

デ
ザ
イ
ン
テ
ー
マ
の
「
昭

和
」
に
結
び
つ
く
よ
う
な
、

取
り
組
み
や
観
光
地
は
想
定

し
て
い
る
の
か
。
待
機
用
の

線
路
を
設
置
す
る
の
か
。

答
弁　

��
田
町
長

　

若
桜
鉄
道
の
23

の
施
設
が

国
の
登
録
有
形

文
化
財
に
指
定

さ
れ
た
。

　

ま
た
行
き
違

い
が
で
き
る
よ

う
に
、
八
東
駅

に
計
画
し
、
増

便
が
可
能
と
な

る
。

生
き
方
や
知
恵
を
学
ぶ
こ
と

で
本
町
を
思
う
気
持
ち
を
育

む
。

質
問

　

学
校
が
統
合
さ
れ
、
少
子

化
も
あ
り
、
放
課
後
の
仲
間

づ
く
り
や
地
域
と
の
関
わ
り

方
に
課
題
が
あ
る
が
。

答
弁　

薮
田
教
育
長

　

社
会
教
育
で
取
り
組
む
。
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▲　６次産業化の冷凍施設　鳥取県産業技術センター

質
問

　

本
町
で
は
、
平
成
27

年
３

月
に
第
２
次
総
合
計
画
を
策

定
。
「
人
が
輝
き
未
来
が
輝

く
ま
ち
八
頭
町
」
を
目
指
し

て
、
農
林
水
産
業
の
活
性
化
、

農
林
業
の
担
い
手
の
育
成
な

ど
を
推
進
し
て
い
る
。
さ
ら

に
９
月
に
は
本
町
の
総
合
戦

略
を
策
定
し
、
地
場
産
業
の

競
争
力
の
強
化
す
る
取
り
組

み
を
し
て
い
る
。

　

「
八
頭
町
農
業
ビ
ジ
ョ
ン
」

は
、
国
・
県
な
ど
の
補
助
金

を
活
用
し
た
、
11

項
目
の
農

業
振
興
策
と
し
て
取
り
組
み

を
現
在
行
な
っ
て
い
る
。

　

農
業
を
職
業
と
し
て
選
択

で
き
る
よ
う
な
魅
力
あ
る
農

業
、
さ
ら
に
は
儲
か
る
農
業

と
な
る
よ
う
水
田
営
農
、
果

樹
の
振
興
に
取
り
組
む
方
向

性
が
出
さ
れ
、
八
頭
農
業
振

興
協
議
会
で
協
議
さ
れ
て
い

る
。

　

そ
こ
で
、
本
町
の
６
次
産

業
化
の
施
策
は
ど
の
よ
う
な

事
業
を
考
え
て
い
る
の
か
、

本
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農

業
を
見
直
し
、
農
家
の
収
入

を
ど
う
増
や
し
て
い
く
か
の

視
点
で
伺
う
。

答
弁　

��
田
町
長

　

農
産
物
を
活
用
し
た
６
次

産
業
化
は
必
要
不
可
欠
だ
と

考
え
て
い
る
。
農
業
者
な
ど

の
農
業
所
得
の
向
上
と
農
業

経
営
の
安
定
化
を
図
っ
て
行

く
こ
と
は
、
後
継
者
を
作
る

課
題
の
解
決
策
の
一
つ
で
も

あ
る
。

質
問

　

事
業
の
取
り
組
み
、
企
画

案
づ
く
り
、
資
金
の
調
達
、

販
売
戦
略
な
ど
の
相
談
窓
口

は
、
農
業
振
興
協
議
会
か
、

産
業
観
光
課
か
。

答
弁　

��
田
町
長

　

新
た
な
企
画
の
相
談
や
、

補
助
金
の
こ
と
も
あ
り
、
い

ろ
い
ろ
調
査
す
る
必
要
が
あ

る
の
で
産
業
観
光
課
を
窓
口

に
し
て
い
き
た
い
。

質
問

　

本
町
に
は
、
ど
の
様
な
６

次
産
業
化
の
事
業
が
必
要

か
。

答
弁　

��
田
町
長

　

農
産
物
を
生
産
す
る
だ
け

で
は
だ
め
だ
。
そ
れ
を
使
っ

て
加
工
、
６
次
産
業
化
に
つ

農
業
振
興

６次産業化の取り組みは

町長/一緒になって考えたい
小林　久幸　議員

な
げ
る
こ
と
だ
。

質
問

　

農
家
は
、
６
次
産
業
に
使

う
農
産
物
は
作
れ
て
も
、
企

画
、
事
業
計
画
の
策
定
、
資

金
の
調
達
、
販
売
な
ど
、
全

て
の
物
を
農
家
自
ら
が
つ
く

り
上
げ
、
本
町
は
も
と
よ
り

県
・
国
に
上
げ
る
こ
と
は
大

変
難
し
い
と
の
見
方
を
し
て

い
る
。

　

本
町
は
最
大
の
シ
ン
ク
タ

ン
ク
だ
と
思
う
の
で
、
農
家

の
た
め
に
、
ぜ
ひ
事
業
の
提

案
を
し
て
ほ
し
い
が
。

答
弁　

��
田
町
長

　

相
談
、
企
画
と
い
う
こ
と

だ
が
、
そ
う
い
う
面
で
は
一

緒
に
な
っ
て
ぜ
ひ
考
え
て
い

き
た
い
。
本
町
も
努
力
す
る

し
、
生
産
者
で
あ
れ
企
画
の

皆
さ
ん
も
一
緒
に
な
っ
て
汗

を
か
い
て
提
案
し
て
も
ら
い

た
い
。
ま
た
本
町
も
提
案
す

る
。

やず町議会だより　第51号 平成29年11月13

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
般
　
　
質
　
　
問　　　　　
こ

こ

が

聞

き

た

い



質
問

　

不
況
を
反
映
し
て
、
税
収

低
下
に
よ
る
今
般
の
地
方
財

政
危
機
が
長
期
に
わ
た
っ
て

い
る
。
そ
の
一
方
で
、
人
口

の
高
齢
化
に
よ
る
民
生
費
の

増
加
及
び
施
設
の
老
朽
化
な

ど
に
よ
る
歳
出
圧
力
は
高

ま
っ
て
き
て
い
る
。

　

歳
入
の
先
行
き
が
不
透
明

な
中
、
歳
出
の
増
大
を
見
れ

ば
自
治
体
の
財
政
状
態
が
今

後
さ
ら
に
困
難
に
な
っ
て
い

く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

①
決
算
に
お
け
る
合
併
算
定

替
え
の
影
響
は
。

②
平
成
28

年
度
の
イ
ン
フ
ラ

資
産
の
耐
用
年
数
を
超
え
て

更
新
し
た
件
数
と
金
額
は
。

③
老
年
人
口
の
増
加
は
民
生

費
の
増
加
、
生
産
年
齢
の
人

口
減
少
は
税
収
の
低
下
に
つ

な
が
る
。
決
算
に
お
け
る
民

生
費
と
税
収
の
影
響
は
。

④
経
常
収
支
比
率
と
財
政
力

指
数
の
前
年
と
の
対
比
は
。

⑤
自
主
財
源
比
率
の
前
年
度

と
の
対
比
は
。

⑥
町
税
の
徴
収
率
及
び
滞
納

回
収
の
前
年
度
と
の
対
比

は
。

⑦
28

年
度
末
の
定
員
管
理
適

正
化
進
捗
状
況
は
。

質
問

　

平
成
19

年
度
よ
り
放
課
後

子
ど
も
プ
ラ
ン
推
進
事
業
が

実
施
さ
れ
た
。
原
則
と
し
て

全
て
の
小
学
校
区
に
お
い
て

文
部
科
学
省
の
放
課
後
子
ど

も
教
室
、
厚
生
労
働
省
の
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
一
体

的
、
連
携
し
て
実
施
す
る
と

あ
る
。
本
町
の
対
応
に
つ
い

て
伺
う
。

⑧
28

年
度
末
の
財
政
効
果
額

達
成
目
標
値
と
進
捗
状
況

は
。

　

以
上
、
決
算
に
つ
い
て
伺

う
。

答
弁　

��
田
町
長

①
前
年
対
比
約
８
２
０
０
万

円
の
減
少
だ
。

②
上
下
水
道
課
関
係
で
36

件

約
１
億
１
１
６
８
万
円
だ
。

③
５
０
０
万
円
で
０
・
９
％

増
加
し
た
。
今
後
も
介
護
予

防
に
一
層
努
力
す
る
。

④
経
常
収
支
比
率
は
85

・

３
％
で
２
・
８
ポ
イ
ン
ト
上

回
り
、
財
政
力
指
数
は
０
・

２
３
５
で
０
・
０
０
１
ポ
イ

ン
ト
増
加
し
た
。

⑤
19

・
５
％
と
な
り
１
・
０

ポ
イ
ン
ト
減
少
し
た
。　

⑥
徴
収
率
は
92

・
58

％
で

０
・
74

ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
滞

納
分
は
19

・
３
％
で
２
・
09

ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
た
。

⑦
目
標
値
２
３
１
人
に
対
し

２
２
４
人
で
目
標
を
達
成
し

た
。

⑧
合
計
８
３
７
８
万
円
程
度

と
見
込
ん
で
い
る
。

質
問

　

28

年
度
決
算
に
お
け
る
本

決
　
算

財政的に豊かと言えるか

町長/認識していない

▲　狭くなったひまわり児童クラブ

栄田　秀之　議員

　

ま
た
郡
家
西
小
学
校
の
家

庭
科
教
室
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
は
緊
急
避
難
だ
と
説
明
が

あ
っ
た
が
な
ぜ
か
。

答
弁　

��
田
町
長

　

本
町
は
各
小
学
校
単
位
、

４
か
所
で
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
の
運
営
を
支
援
し
て
い

る
。

答
弁　

薮
田
教
育
長

　

現
在
余
裕
教
室
は
な
い
、

し
た
が
っ
て
放
課
後
子
ど
も

教
室
推
進
事
業
は
困
難
。

〈
そ
の
他
の
質
問
〉

　

健
康
づ
く
り

放課後
児童クラブ

推
進
対
応
は

町
長
／

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を

支
援
し
て
い
る

町
の
財
政
状
況
は
、
財
政
的

に
豊
か
な
町
と
言
え
る
か
。

答
弁　

��
田
町
長

　

認
識
し
て
い
な
い
。

質
問

　

徴
収
率
が
上
昇
し
た
が
、

県
内
町
村
で
は
下
位
に
あ

る
、
徴
収
率
向
上
に
つ
い
て

は
ど
う
か
。

答
弁　

��
田
町
長

　

向
上
は
必
要
だ
。
職
員
一

丸
と
な
っ
て
取
り
組
む
。
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若桜鉄道

増
便
は
過
度
な

期
待
で
は
な
い
か

町
長
／

臨
機
応
変
な

対
応
を
考
え
る

不
登
校

昨年度の八頭中学校の
不登校の生徒は22人いるが

教育長/校長はゼロを目指している

質
問

　

去
年
１
年
間
の
不
登
校
の

生
徒
が
22

人
あ
っ
た
と
聞
い

て
い
る
が
、
こ
の
数
を
ど
の

よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
。
一

般
的
に
一
つ
の
学
校
で
は
多

い
と
思
う
が
、
原
因
と
対
応

は
。

答
弁　

薮
田
教
育
長

　

学
年
別
に
は
１
年
生
８

人
、
２
年
生
８
人
、
３
年
生

６
人
と
な
っ
て
い
る
。
担
任

が
電
話
で
声
か
け
を
し
て
い

る
が
、
家
庭
の
状
況
な
ど
で

来
ら
れ
な
い
生
徒
が
い
る
。

　

今
年
度
か
ら
ス
ク
ー
ル

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
を
配

置
し
、
連
携
し
て
防
ぐ
対
応

が
出
来
つ
つ
あ
る
の
で
期
待

し
て
い
る
。

質
問

　

一
番
生
徒
に
接
す
る
先
生

自
身
が
良
く
理
解
し
て
い
な

い
。
逆
に
生
徒
の
嫌
な
思
い

を
助
長
・
増
幅
さ
せ
て
は
い

な
い
か
。
ス
ポ
ー
ツ
偏
重
に

も
係
っ
て
お
り
、
子
ど
も
の

変
調
を
見
逃
す
学
校
の
体
質

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

▲　町立八頭中学校

質
問

　

こ
れ
か
ら
先
、
沿
線
人
口

は
減
る
一
方
だ
。
乗
客
目
標

数
は
年
間
32

万
５
０
０
０

人
。
換
算
す
る
と
、
毎
日
朝

か
ら
晩
ま
で
全
車
両
に
30

人

髙橋信一郎　議員

答
弁　

薮
田
教
育
長

　

ハ
イ
パ
ー
Ｑ
Ｕ
と
い
う
ア

ン
ケ
ー
ト
で
子
ど
も
の
意
識

が
見
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。
数
字
的
に
危
な
い
と
思

え
る
生
徒
に
は
、
普
段
か
ら

目
を
か
け
て
い
く
対
策
を

と
っ
て
い
る
。

質
問

　

先
生
が
生
徒
と
同
じ
目
線

で
溶
け
込
も
う
と
し
て
い
る

姿
勢
は
感
じ
る
が
、
個
性
と

個
性
の
ぶ
つ
か
り
合
い
だ
と

考
え
て
い
る
先
生
が
い
る
。

こ
れ
は
先
生
の
お
ご
り
で
強

者
の
論
理
だ
。
子
弟
関
係
に

友
達
関
係
を
持
ち
込
む
の
は

無
理
だ
と
思
う
が
。

答
弁　

薮
田
教
育
長

　

学
校
は
生
徒
指
導
と
い
う

一
面
を
持
っ
て
い
る
。
そ
う

い
う
中
で
言
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
場
面
と
い
う
の
も
当

然
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
日
々

の
営
み
を
理
解
し
て
も
ら
い

た
い
。

の
計
算
に
な
る
。
過
度
な
期

待
で
は
な
い
か
。

　

毎
週
日
曜
に
計
画
し
て
い

る
ツ
ア
ー
も
、
１
年
間
通
し

て
は
現
実
的
で
な
い
と
思
う

が
。

答
弁　

��
田
町
長

　

１
日
30

人
は
あ
く
ま
で
希

望
で
、
利
便
性
の
向
上
の
観

点
か
ら
計
画
を
立
て
た
。

　

季
節
、
季
節
で
ツ
ア
ー
計

画
の
旅
行
会
社
も
変
わ
る
。

臨
機
応
変
な
対
応
を
し
て
も

ら
え
る
と
考
え
て
い
る
。
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般
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こ

こ

が

聞

き

た

い



○全会一致で可決・認定・同意・採択したもの

議案等
番　号

件　　　　　名
議案等
番　号

件　　　　　名

第６回臨時会

90

公共下水道長寿命化事業（郡家浄化センター

汚泥処理施設更新）機械設備工事請負契約の

締結について

91
平成29年度八頭町一般会計補正予算

（第４号）

第７回臨時会

92 備品購入契約の締結について（消防車その１） 93 備品購入契約の締結について（消防車その２）

第８回定例会

94
人権擁護委員の推薦につき意見を求めることに

ついて（浅井　知壽子氏）
110

平成28年度八頭町住宅資金特別会計歳入歳

出決算の認定について

95 八頭町財産区管理委員の選任について（34人） 111
平成28年度八頭町公共下水道特別会計歳入

歳出決算の認定について

98

八頭町地域包括支援センターにおける包括的支

援事業の実施に係る人員等に関する基準を定め

る条例の一部改正について

112
平成28年度八頭町農業集落排水特別会計歳

入歳出決算の認定について

99
平成29年度八頭町一般会計補正予算（第５号）

※修正議決した部分を除く部分
114

平成28年度八頭町宅地造成特別会計歳入歳

出決算の認定について

100
平成29年度八頭町国民健康保険特別会計補正予算

（第１号）
115

平成28年度八頭町墓地事業特別会計歳入歳

出決算の認定について

101
平成29年度八頭町簡易水道特別会計補正予算

（第１号）
116

平成28年度八頭町後期高齢者医療特別会計歳

入歳出決算の認定について

102
平成29年度八頭町住宅資金特別会計補正予算

（第１号）
117

平成28年度八頭町上私都財産区特別会計歳

入歳出決算の認定について

103
平成29年度八頭町公共下水道特別会計補正予算

（第１号）
118

平成28年度八頭町市場、覚王寺財産区特別

会計歳入歳出決算の認定について

104
平成29年度八頭町農業集落排水特別会計補正

予算（第１号）
119

平成28年度八頭町上津黒、下津黒財産区特

別会計歳入歳出決算の認定について

105
平成29年度八頭町介護保険特別会計補正予算

（第１号）
120

平成28年度八頭町篠波財産区特別会計歳入

歳出決算の認定について

106
平成29年度八頭町大江財産区特別会計補正予算

（第１号）
121

平成28年度八頭町大江財産区特別会計歳入

歳出決算の認定について

109
平成28年度八頭町簡易水道特別会計歳入歳

出決算の認定について
122 平成29年度八頭町一般会計補正予算（第６号）

議 案 等 議 決 結 果
（第６回、第７回臨時会・第８回定例会）
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よく分かる



議案等

番　号

議　席　番　号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13

結　
　

果件　　　　　名

奥　

田　

の
ぶ
よ

川　

西　
　
　

聡

小　

倉　

一　

博

小　

林　

久　

幸

森　
　
　

亜
紀
子

中　

村　

美　

鈴

岡　

嶋　

正　

広

坂　

根　

實　

豊

小　

原　

徹　

也

栄　

田　

秀　

之

髙　

橋　

信
一
郎

下　

田　

敏　

夫

尾　

島　
　
　

勲

第８回定例会

96 訴訟の提起について ○ × ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 可決

97 財産の貸付について（旧隼小学校） ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

修正案

議案第99号平成29年度八頭町一般会計補正予算

（第５号）に対する予算・決算に関する調査特別

委員会修正案

× ○ × × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × × 可決

107
平成28年度八頭町一般会計歳入歳出決算の認定

について
○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定

108
平成28年度八頭町国民健康保険特別会計歳入歳

出決算の認定について
○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定

113
平成28年度八頭町介護保険特別会計歳入歳出決

算の認定について
○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定

陳情７
「全国森林環境税の創設に関する意見書採択」に

関する陳情について
○ × ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 採択

陳情８
国民健康保険都道府県単位化に係る意見書採択に

ついての陳情
× ○ × × ○ × × × × × × × × 不採択

発議９
「全国森林環境税」の創設に関する意見書の提出

について
○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 可決

賛成「○」　、反対「×」で記載。

議案の採決は、谷本正敏議長を除く13人で行う。

○賛否の分かれたもの
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八頭町議会

一般質問は

再放送しています

　

本
定
例
会
で
は
、
ホ
ッ
ケ
ー

場
整
備
事
業
の
賛
否
を
巡
る
激

論
が
あ
り
、
ト
ピ
ッ
ク
ス
Ｎ
ｏ

６
へ
の
掲
載
は
議
会
広
報
常
任

委
員
会
で
異
論
が
な
く
既
報
と

な
り
ま
し
た
。
掲
載
し
た
各
議

員
の
討
論
内
容
に
は
様
々
な
反

響
が
あ
り
ま
し
た
が
、
住
民
へ

の
情
報
提
供
は
内
容
の
賛
否
を

問
わ
ず
大
変
重
要
で
あ
る
と
再

認
識
し
た
次
第
で
す
。

　

ま
た
、
本
定
例
会
で
は
６
月

定
例
会
と
同
様
に
11
人
の
議
員

が
大
所
高
所
か
ら
一
般
質
問
を

展
開
、
大
要
の
記
載
に
編
集
努

力
を
し
ま
し
た
。

　

「
住
民
の
代
弁
者
と
し
て
議

論
す
る
」
議
会
の
ト
ピ
ッ
ク
ス

や
本
号
記
載
の
議
案
に
対
す
る

討
論
、
一
般
質
問
な
ど
の
内
容

を
伝
え
る
議
会
広
報
常
任
委
員

会
は
面
目
躍
如
と
言
え
ま
す
。

 

（
記
：
川
西　

聡
）

編
集
委
員

委
員
長　
　

奥
田 

の
ぶ
よ

副
委
員
長　

小
原 　

徹
也

委
員　
　
　

川
西　
　

 

聡

委
員　
　
　

小
林 　

久
幸

委
員　
　
　

森 　

亜
紀
子

委
員　
　
　

中
村 　

美
鈴

委
員　
　
　

尾
島 　
　

勲

編

集

後

記

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て

　

二
人
は
鳥
取
環
境
大
学
の
同
期
。

県
外
で
就
職
し
た
が
、
平
成
25

年
度

に
緒
方
さ
ん
が
、
27

年
度
よ
り
嶋
田

さ
ん
が
八
頭
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊

と
し
て
帰
鳥
。
八
東
地
域
を
拠
点
に
、

勘
右
衛
門
土
手
ニ
ラ
の
振
興
や
、
養

蜂
、
有
害
鳥
獣
駆
除
活
動
等
に
勤
し

む
。
28

年
3

月
の
緒
方
さ
ん
の
任
期

終
了
を
機
に
起
業
。
道
の
駅
は
っ
と

う
内
に
喫
茶
ド
ン
ト
ー
レ
を
オ
ー
プ

ン
さ
せ
た
。

※
道
の
駅
は
っ
と
う
・
喫
茶

ド
ン
ト
ー
レ

　

僕
た
ち
が
思
う
地
域
の
良
さ

を
、
き
ち
ん
と
し
た
形
で
町
内

外
の
人
た
ち
に
発
信
し
た
い
と

思
っ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
出

店
し
ま
し
た
。
た
だ
、
開
店
し
て

1

年
余
り
。
僕
た
ち
の
活
動
を
応

援
し
て
く
だ
さ
る
方
々
が
力
を

貸
し
て
く
だ
さ
り
、
も
っ
た
い
な

い
ほ
ど
の
店
構
え
に
な
り
ま
し

た
。
地
域
活
性
化
の
一
助
に
な
れ

ば
と
始
め
た
お
店
で
す
が
、
結
果

的
に
恩
返
し
の
ツ
ケ
が
溜
ま
る

一
方
に
な
り
ま
し
た
。

※
「
は
っ
と
う
」
を
広
め
た
い

　

特
産
の
果
物
を
旬
の
時
期
以

外
で
も
楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い

と
、
地
域
の
方
々
と
一
緒
に
ジ
ャ

ム
づ
く
り
も
始
め
ま
し
た
。
恩

返
し
の
意
味
も
込
め
て
、
広
く

「
は
っ
と
う
」
を
認
知
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
、
活
動
を
続
け
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

合
同
会
社
勘
右
衛
門
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

代　

表　

緒
方
陽
紀
さ
ん
（
八
頭
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊
Ｏ
Ｂ
）

同
代
表　

嶋
田
喜
朗
さ
ん
（
八
頭
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊
）

月　日 曜 開議時刻 日　　　　　　程

12月12日 火

9:30 ○　本　会　議

　1　町政に対する一般質問

散会後 ○　予算・決算特別委員会

12月13日 水 9:00 ○　常任委員会

12月14日 木
9:00

13:00

○　常任委員会　　

○　議員全員協議会

12月15日 金 9:00 ○　全員協議会

12月16日 土 休日 　

12月17日 日 休日

12月18日 月 休会 事務整理日

12月19日 火

9:30 ○　本　会　議

　１　 委員長付託議案審査報告

　２　議案の可否決定

　３　 常任委員長付託請願・

陳情審査報告

　４　請願・陳情の採否決定

　５　閉　　会

12

月
定
例
会
（
予
定
）【
会
期
14

日
間
】

※
変
更
に
な
る

　
場
合
が
あ
り
ま
す

再生紙と環境にやさしい大豆油インキを使用し印刷しています

やず・ドリーム(夢)　リレートーク

月　日 曜 開議時刻 日　　　　　　程

12月６日 水

8:40

9:30

○　全員協議会

○　本　会　議　

　１　開　　会

　２　会議録署名議員の指名

　３　会期の決定

　４　 諸般の報告、請願・陳

情の委員会付託　

　５　町長あいさつ

　６　議案上程　

　７　 同上に対する町長の提

案理由の説明

散会後 ○　全員協議会（議案説明）

12月７日 木

9:30 ○　本　会　議

　1　議案に対する質疑等

　2　議案の委員会付託

12月８日 金
9:30 ○　本　会　議

　１　町政に対する一般質問

12月９日 土 休日

12月10日 日 休日

12月11日 月
9:30 ○　本　会　議

　1　町政に対する一般質問

…ケーブルテレビで本会議の中継を予定しています。

2
0
1
7
. 1

1
N
o
.0

5
1

発
行
／
鳥
取
県
八
頭
町
議
会　
　

編
集
／
八
頭
町
議
会
広
報
常
任
委
員
会　
　

印
刷
／
中
央
印
刷
㈱

▲　（左）緒方さん（右）嶋田さん

地域に溶け込む若者二人
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